
１. はじめに

物部川は高知県東部を流れる河川で, 香美市物

部町別府の国有林の山あいに源を発し, 南南西に

流下して土佐湾に注ぐ流路延長71km, 流域面積508

km２ (物部川清流保全計画より) の１級河川であ

る. 物部川本川には上流から永瀬ダム, 吉野ダム,

杉田ダムの３つのダムがつくられており, 発電の

ほか下流域では農業用水にも利用されている.

近年, 物部川は濁り等による水質汚濁が問題と

なっており, 特にＨ17年９月の台風にともなう豪

雨では物部川上流域で沿岸や山腹の大規模崩落が

発生して, 長期的な濁りによる悪影響が起こり,

アユ等の水生生物および流域住民の農業生産等に

大打撃を与えた. 筆者は, 台風直後のＨ17年９月

からＨ20年３月まで, 物部川の水質について濁度

を中心に調査した. その結果, 河川の回復におよ

ぼす工事やダム等の様々な影響についていくつか

の知見が得られたので報告する.

２. 調査地域の地質, 崩落被害の状況および復旧

工事の概況

永瀬ダムから上流に２つに分かれる物部川上流

河川のうち本川とされる槇山川は仏像構造線沿い

に流れている (図１). 物部川上流域の仏像構造

線北側までの一帯は秩父帯と呼ばれ１)２)３), その生

成過程で強い破砕作用を受けた多種類の岩石を含

む地質構造を持っている.

また, 構造線沿いの物部川沿岸は三宝山帯等の

細かな地質帯に寸断されていることや, 川による

護岸の浸食が激しく急峻な地形となっていること

等を考慮しても, 大量の降雨で土砂崩れが起こり

やすい地域であると考えられる.

Ｈ17年９月の台風14号では, ９月６～７日にか

けての別府地点での累加雨量が1,219mm (高知県

防災行政無線システムによる) に達した. この豪

雨では, 上流域の主なもので５ヶ所の山腹崩壊が

起こった (図１, 写真１). このほか護岸決壊や

流入した土砂による河川の異常埋塞等が起こった.
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表１ 調査採水地点

図１ 崩壊地点および調査地点



図１に示した地点のうちａ, ｃ, ｅは調査地点

を設定した槇山川および上韮生川のさらに支流沿

いの山頂付近で起こっており, 崩落直後を除いて

下流の河川水の濁りに及ぼした影響は小さいと考

えられた. 地点ｂでは河川護岸が崩壊したため直

接大量の土砂が槇山川に流入したと考えられたが,

その後の観察によりこの付近の流入物は岩石由来

物が多く濁りへの影響はすぐ消えたものと考えら

れた. 地点ｄでは護岸工事および河床浚渫工事が

Ｈ18年７月～Ｈ19年３月まで行われた. ここは採

水を行った地点 (日の出橋) のすぐ上流であり,

濁度の高い水が流れているのが観察されたことか

ら, 調査結果に影響が出るものと予想された.

その他の主な災害復旧工事はＨ18年３月末着工

し, Ｈ19年３月まで行われた. まだ終了していな

い区域もあるが上記の状況から工事の期間は一部

を除いて濁度に直接関係しなかったと考えられた.

３. 調査地点と方法

３. １ 調査地点

調査地点は図１, 表１に示すとおりの13地点で

行った. 後川橋はＨ18年３月から調査を行った.

３. ２ 採水方法と頻度

採水はロープつきステンレスバケツで, 主に流

心で採取した. 基本的に毎月１回, 中旬頃の天気

の安定した日 (降雨後２～３日経過後) に行った.

３. ３ 調査項目

pH, 水温, EC, 透視度は採水直後に, 濁度, SS,

総窒素 (T-N), 総リン (T-P) はセンター帰所後

測定した. T-N, T-PはNPオートアナライザーを用

いて測定した. 降雨量についてはアメダスを参照

した.

４. 結 果

４. １ pH, EC, 透視度

pHは調査した全期間を通して, ７未満の結果は

３地点の３回のみで, 他は全て7.0～9.5の範囲内

で推移した. ECは物部川大橋を除いた地点では,

53.3～584μS/cmの範囲内で推移した. 物部川大

橋では1,001～9,890μS/cmの高い値を示した月が

あったが, 河口に近い場所のため海水の影響と思

われた. 50cmの透視度計を用いて採水現場で透視

度を測定したが, 調査期間後半はほとんど50cm以

上の透視度となった.

４. ２ 濁度とSS

調査した全地点の濁度とSSの平均値をＨ17年９

月～Ｈ19年３月の前期とＨ19年４月～Ｈ20年３月

の後期にわけて図２, ３に示した. さらに全地点

の濁度, SSの測定結果について表２に示した.
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写真１ 別府山山腹崩壊 (地点ｂ)

図２ 地点別濁度平均値

注) 前期はH17年9月～H19年3月, 後期はH19年4月～H20年3月.

図３ 地点別SS平均値

注) 前期はH17年9月～H19年3月, 後期はH19年4月～H20年3月.
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表２ 地点別測定結果



全地点において, 濁度もSSもＨ19年度後期の平

均値の方が前期の平均値よりも低い値を示した.

ダム湖よりも上流の地点である日の出橋では, 採

水地点のすぐ上流で河川沿岸が大規模に崩落し,

Ｈ18年４月には濁度85mg/L, SS260mg/Lと高い値

を示した. そのため前期 (Ｈ17年９月～Ｈ18年３

月) のSS平均値が下流の大栃橋より高い値を示し

たが, 護岸工事が終了したＨ19年３月以降は濁度

とSSは改善され, 後期 (Ｈ19年４月～Ｈ20年３月)

の平均値は濁度, SSともに１mg/Lとなった (表２).

日の出橋を除くと前期の平均値で濁度SSともに最

も高い値を示したのは, 永瀬ダム放流口であった.

その下流の地点での平均値は杉田ダムまで下降し

ていき, 山田堰で再び上昇した後物部川大橋まで

下降するといった傾向を示した. 後期では, 物部

川上流および支流の安丸では濁度, SSともに平均

値は１mg/L以下の低い値であったが, ダム湖の水

である大栃橋および永瀬ダム放水口以下の下流の

地点では濁度５mg/L以上, SS３mg/L以上となった.

農業用水路の最終地点である後川橋では, 後期で

も濁度, SSともに高い値で推移し, 平均値が最も

高い値となった.

４. ３ T-NとT-P

全地点でのT-NおよびT-Pの平均値を濁度, SSと同

様に前期後期にわけて図４, ５に示した｡ また, 調

査した全地点のT-NとT-Pの測定結果は表２に示した.

T-Nは上流から山田堰までの10地点では年度に

よる平均値の差はなかった. 表２の標準偏差をみ

てもT-Nの標準偏差は前期と後期で差がなかった.

戸板島橋および物部川大橋の平均値は後期の方が

前期よりも高い値となった. T-Pは戸板島橋を除

く12地点で前期より後期の方が低い値となった.

戸板島橋は, 物部川本川の地点の中ではT-N, T-P

ともに調査期間中の平均値が最も高い値を示した.

５. 考 察

河川の濁度は土砂などの無機質と植物プランク

トン等の有機質由来のものとがあるが, 物部川は

河川長が短いうえにダムが多く, 下流域に流され

る水量が年間を通して少ないため, 植物プランク

トンが大量発生する条件は一時期のダム湖を除い

て整いにくいと思われる. そこで物部川の濁度お

よびSSは, 降雨時や河川沿岸崩落の際に流入する

土砂, および土砂がダム湖底に堆積し降雨でダム

湖が満杯になった時放水される際河川水中に再投

入されたもの由来と考えられた.

河川の濁度上昇に最も直接的な影響を与えるの

は, 測定時直前の降雨量であると思われた. そこ

で濁度およびSSの全測定値と, その測定月と同月

の降雨量との相関を調べた. 降雨量はアメダスの

大栃地点の測定値を用いた.

濁度と降雨量の相関図を図６に示す. 別府峡か

ら清爪口までの本川上流および支流地点の安丸で

は一時期高い濁度を示したが, ほとんどは降雨量

が600mm/月付近になっても濁度は20mg/L前後を示

し, 相関が低かった. このことはこれらの地点は

濁度が降雨によって上昇しても, すぐに低下する

ことを示していると思われた. 永瀬ダム放流口よ

り下流の暁美橋まではＲ２が0.4375～0.4955, 杉

田ダムから物部川大橋までの地点ではＲ２が0.625

～0.6626と下流域になるほど相関が高くなった.

これは降雨でダムの水量が上がると放流される水

量が増加するので, ダム湖底に堆積していた泥等

がそのたび流され, 結果その下流の濁度が上昇す

るといった仮定と一致した. しかも上流の降雨量

が多いほど下流の濁度が高くなる傾向が見られる

ということは, 物部川の下流域では濁度がいった

ん上昇するとすぐ低下しないことを示した.
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図４ 地点別T-N平均値

注) 前期はH17年9月～H19年3月, 後期はH19年4月～H20年3月.

図５ 地点別T-P平均値

注) 前期はH17年9月～H19年3月, 後期はH19年4月～H20年3月.
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図６ 地点別降雨量と濁度の相関 (H17年9月～H20年3月)
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図７ 地点別降雨量とSSの相関 (H17年9月～H20年3月)
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同様にSSと降雨量の相関図を図7に示す. SSは

別府峡から暁美橋までの地点で一時65～266mg/L

といった非常に高い値となったため, 相関が低く

なった. しかし, 杉田ダム以下の下流地点では

Ｒ２が0.5689～0.6417と高い相関を示した.

ところで, 濁度に関する忌避行動の研究報告例

が比較的多い魚種にアユがあるが, 例えば13～25

mg/Lで摂食阻害が起き, 30mg/L以上で遡上に影響

が出始め, 95～156mg/L以上で産卵が起こらなく

なる４)と報告されている. このことを上記の相関

図に当てはめれば, 山田堰以下の下流では降雨量

300mm/月以上で摂食阻害が起き始め, 450mm/月以

上で遡上に影響が出ることになる. 高知県山間部

は全国的に見ても降雨量の多い場所であり, 大栃

の1979～2000年の月別降水量平均値は６月から９

月までの４ヶ月は全て300mmを超えている. また,

今回調査したＨ17年９月からＨ20年３月の期間中

では, 300mmを超えた月はＨ17年９月の522mm, Ｈ

18年４月～９月の404mm, 545mm, 401mm, 563mm,

404mm, 576mm, Ｈ19年７月の670mmであった. し

たがって年によって１月当たり300mmを超える降

水量のある月の回数にはバラツキがあるものの,

現在の物部川はアユに影響の出る濃度まで濁度が

増加することを避けられない河川であるといえる.

T-Nについては, 結果から短期的な変化が出に

くい傾向を示したが, T-Pは濁度と似た変動を示

した (図８) ことから, それらと同様に降雨量等

との相関を示す可能性が予想された. そこで図９

に各地点の降雨量とT-Pの相関を示した. 暁美橋

を含めた上～中流域では, 結果から予想されるほ

ど高い相関を示した地点はなかったが, 杉田ダム

ではＲ２が0.7317と高い相関を示した. 以下の下

流も同様に高い相関を示すと考えられたが, 戸板

島橋のみ降雨量との関係が全く見られなかった.

この地点のT-Pについては河川の濁度以外の要因

を考える必要がある.
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図８ 上流 (日の出橋) と下流 (山田堰) の濁度およびT-Pの経時変化
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図９ 地点別降雨量とT-Pの相関 (H17年9月～H20年3月)
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おわりに

物部川の濁度長期化については以前から言われ

ていたことであったが, Ｈ16年の相次ぐ台風, お

よびＨ17年の台風14号の豪雨による山腹崩壊と河

川への大量の土砂流入によって決定的なものとなっ

た. 抜本的な解決には河川流量の増加と速やかな

河口への排出が必要であるが, 中流域に３つのダ

ムを備えていること, および下流域での農業用水

のための取水により困難である. ダムによる放流

が濁度悪化の原因とされることがあるが, 降雨量

が多ければ必ず放流水が濁るというわけでもなく,

また放水はダム湖の適切な管理のために不可欠な

行為である.

一方河川水への栄養分補給という点から, 濁り

のある水がある程度は河川に供給されることが望

ましい. したがって河川の濁り問題は, その河川

に生息する生物や河川周辺の生活者にとって最も

望ましい状態にコントロールできていないことに

よって発生するといえる.

今回の調査で得られた河川各地点の濁度等の変

動傾向によって, 今後の物部川の濁り解決対策に

何らかの示唆が与えられることを期待したい.

謝 辞

今回の調査に当たって高知県中央西土木事務所

の石津知己工務第二課長, 公営企業局電気工水課

山本敦史主幹から資料提供およびご教授頂きまし

た. ここに深く感謝の意を表します.

参考文献

１) 甲藤次郎：高知県の地質, 高知市民図書館,

1969.

２) 谷口順彦：中東部の河川の特徴. 土佐の川中

東編, 高知県内水面漁業協同組合連合会,

1991.

３) 猪木幸男：日本地質図体系, 朝倉書店, 1991.

４) 藤原公一：濁水が琵琶湖やその周辺河川に生

息する魚類へおよぼす影響. 滋賀県水産試験

場研究報告, 46, 9－37, 199

高 知 環 研 所 報 24, 2007

― 33 ―



― 34 ―

付表 物部川地点別全調査結果 (H17年9月～H20年3月)
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